
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ っ た か い が い い ね 

シャローム横浜通信 ９月号 

平

和

へ

の

誓

い 

日
中
の
暑
さ
が
厳
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
８
月
６

日
、
80
回
目
の
原
爆
の
日
、
広
島
市
の
平
和
記

念
式
典
で
小
学
生
２
人
が
「
平
和
へ
の
誓
い
」
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
一
人
、
佐
々
木
駿
さ
ん

は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
原
爆
の
事
実
を
学
び
、
被
爆

者
の
曾
祖
母
の
思
い
を
胸
に
、
平
和
公
園
で
海
外

観
光
客
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
続
け
て
い

ま
す
。 

  

こ
こ
で
、
こ
ど
も
代
表
で
あ
る
佐
々
木
駿
さ
ん

と
関
口
千
恵
璃
さ
ん
が
読
み
上
げ
た
「
平
和
へ
の

誓
い
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
た
と
え
一
つ
の
声
で
も
、
真
実
に
心
を
込
め

て
語
れ
ば
、
世
界
に
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が

で
き
る
」 

 

い
つ
か
被
爆
者
が
い
な
く
な
る
世
界
が
訪
れ
ま

す
。
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
多
く

の
人
が
事
実
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
あ
の
日
の
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

昭
和
20
年
、
１
９
４
５
年
８
月
６
日
午
前
８

時
15
分
、
こ
の
広
島
に
人
類
初
の
原
子
爆
弾
が

投
下
さ
れ
、
一
瞬
に
し
て
当
た
り
前
の
日
常
が
消

え
ま
し
た
。
誰
な
の
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
皮
膚
が

た
だ
れ
た
人
々
、
涙
と
と
も
に
止
ま
ら
な
い
絶
望

の
声
。
一
発
の
原
子
爆
弾
が
多
く
の
命
を
奪
い
、

人
々
の
人
生
を
変
え
た
の
で
す
。 

 

被
爆
か
ら
80
年
が
経
っ
た
今
、
辛
く
て
思
い
出

し
た
く
な
い
記
憶
を
語
っ
て
く
だ
さ
る
被
爆
者
の

方
々
か
ら
直
接
話
を
聞
く
機
会
は
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
に
時
が
流
れ
て
も
、
あ
の
悲
劇
を

風
化
さ
せ
ず
、
記
録
と
し
て
、
声
と
し
て
、
次
の
世

代
へ
語
り
継
い
で
い
く
使
命
が
私
た
ち
に
は
あ
り

ま
す
。 

（中
略
） 

周
囲
の
人
々
の
た
め
に
、
ほ
ん
の
少
し
行
動
す

る
こ
と
。
そ
れ
が
や
が
て
世
界
の
平
和
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

『Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
．
』 

 

た
と
え
一
つ
の
声
で
も
、
学
ん
だ
事
実
に
思
い
を

込
め
て
伝
え
れ
ば
、
変
化
を
生
む
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
す
。 

 
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
で
あ
る
私
た
ち
に
も

平
和
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
の

日
の
出
来
事
を
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
歴
史
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
は
被
爆
者
の
思
い

を
語
り
継
ぎ
、
一
人
ひ
と
り
の
声
を
紡
ぎ
な
が

ら
、
平
和
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

  

「
シ
ャ
ロ
ー
ム
」は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
『平
和
』を
意
味

し
ま
す
。
こ
の
文
章
を
通
じ
て
、
私
た
ち
が
平
和
の

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

皆
様
の
ご
健
康
と
、
日
々
の
平
穏
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

施
設
長 

髙
原 

信
夫 

共 に 助 け 合 う 精 神 

７月 15日、３階のフロアでは 17名の入居者様

が参議院議員総選挙の投票を行いました。 

 参加者の皆様は、それぞれの思いを胸に、真剣な

表情で投票に臨まれており、ご自身の意見を大切に

される姿が印象的でした。投票を通じて、地域の未

来や社会の動きに関心を寄せる姿勢がうかがえ、そ

の一票には、皆様の願いや想いが込められているよ

うに感じました。 
 選挙は、私達の生活に深く関わる重

要なイベントであり、入居者様の積極

的な参加は、安心して暮らせる社会を

築く為の力強い一歩となります。今後

も地域とのつながりを大切にし、意義

ある時間を共有していきたいと思いま

す。 

３階副主任 ズルハム リトンガ 

第 301 号  

令和６年８月 15 日発行  

（毎月１回 15 日発行）  
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日頃より当施設の運営にご理解とご協力を賜り、誠にありが

とうございます。当施設では、ご利用者が現在できることをでき

る限り維持し、日々の生活を元気にお過ごしいただけるよう、機

能訓練を通じたサポートを行っております。その取り組みの一

環として、ご利用者の身体状況に応じた福祉用具（靴やクッショ

ン等）の選定・見直しも行っております。 

 これらの用具に劣化やへたりが見られた場合には、できるだ

けお体への負担を軽減できるよう、新しいものへの交換をご提

シャローム横浜のリハビリについて 

あ ん み つ 屋 台 

８月３日は、栄養課主催の行事として、あんみつ屋台が開かれました。８月

に入り益々、猛暑が続き、当日も 36度の気温でした。入居者の皆さんも、暑

い中で冷たいあんみつを美味しそうに召し上がっていました。 

 今回のあんみつの中身は、抹茶寒天、錦玉羹、あんこ、アイス、白桃、みか

ん、さくらんぼなどです。９月の栄養課

主催行事は、屋台でピザが提供されま

す。 

 皆様、来月もお楽しみに！ 

栄養課課長 小寺 秀偉 

第 209回 チャプレン 上前 至 白 髪 ( し ら が ) は 栄 え の 冠 

厚労省が７月に昨年の平均寿命を発表した。そ

れによると女性は 87 歳、男性は約 82 歳で、女性

は 40年連続で世界一、男性は６位である。平均寿

命とはその年に生まれた０歳の子供があと何年生

きられるかを予測した数値であり、1955年には男

女とも 60 歳代であったが、その後、女性は 84 年

に男性は 2013年に 80 歳を超えた。嬉しい数字で

ある。一方、それとは別に健康寿命というものも

発表された。それによると女性は 76歳、男性は 73

歳である。ということは、それぞれ約 10年の不健

康な期間があるという事である。福祉事業の働き

は、できるだけこの不健康な期間を少なくし、幸

せに生きていただけるよう、お助けしていく事に

一つの目標があるであろう。 

 しかし、ここで覚えたい事は寿命という、いわ

ば人生の量（Quantity）だけではなく、どのよう

に貴方は生きたかという人生の質（Quality）への

問いかけも大切な要素であるという事である。で

なければ若くして逝ったが大きな業績を残してい

った人達が浮かばれないであろう。例えばアーノ

ルド・トインビー（1852-1883）は 31歳で逝ったが

彼は経済学者として産業革命（ Industrial 

Revolution）という言葉を残し、何よりも近代社会

福祉事業の先駆者としてセツルメント運動（スラ

ムで生活し、それが故に若くして病没）を起こし

た。そこから今日の社会保障制度設立への起爆者

となっていった。それを思えば彼ほど人生におい

て大切な事はただ生きる量ではなく、どのように

生きたかという質も大切なものであることを教え

られるのである。 

 「白髪(しらが)は栄えの

冠である。正しく生きるこ

とによってそれが得られ

る」箴言 16：31） 

案させていただく場合がございます。その際には、ご家族にもご相談させていただくことがござい

ますので、何卒ご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

機能訓練指導員 山中 真 


